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＜連絡事項＞
・特記事項なし。
 ＜患者様連絡事項＞
・中川原　義雄様～市民病院消化器内科受診。前回切除したポリープは良性でピロリ菌の除去も成功。十二指腸潰瘍の再燃や胃がん発症のリスクは0ではないがリスクは低いと説明を受けたとの事。
・久保　興介様～母様来院、お小遣い5000円持参されている。母様より、11/6（月）12：00～16:00で外出に連れて行きます。と話あり。外出申請済。
・民部田　和哉様～現金書留で10000円届いている。

＜要注目患者様＞
・小笠原　文人様～気分の高揚は持続しているが徐々に落ち着いている。他者とのトラブルや問題行動はなし。
・大久保　すい様～妄想に左右された言動や身体不調の訴えなく静穏に過ごされている。
・石切　久様～14:30療養環境変更目的にて西病棟Bユニット28号室より北病棟308号室へ転入となる。転入後は、自室にて私物を整理している。妄想に左右された言動や療養環境に対する不満の訴えはない。
＜馬渡Dr.診察情報＞
・冨田　幸生様～臨時薬同内容で処方となる。診察時本人様より、私物（おもちゃ）を自宅に取りに行きたいと希望あり。主治医からは母親・看護師と相談して下さいと説明されている。
＜馬渡Dr.退院支援委員会＞
・冨田　幸生様～母様は施設希望、本人は施設か自宅か迷っている状態。

　　　　　　　　母様が退職となる2年後までは、本人を自宅で面倒見る人がいない事もあり、再入院を繰り返す結果になる事が想定され母様は施設を希望。障害年金に関しては受給条件を満たしていない事から需給は出来ておらず、本人の収入が現状は無い状態。施設となると①生保受給、②家族が負担、のどちらかとなる。しかし入院中である事から入院中の世帯分離や生保受給は困難な可能性がある。その為、「施設入所のため地域に出てから申請し受給となる」という条件下で受け入れ可能な施設を探していく必要が高いため、退院までの道のりは長くなる可能性あり。今後については、まず上記について母様へ説明し、確実ではないが①をまず行ってもらう事を促していくこととして退院支援を進めていく。
